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花樹鳥獣蒔絵螺釧洋櫃（ケルン東洋美術館）

修復 1i1f 令蚊

13じ 「o re re刈 o rn t i o n , overall view 
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花樹鳥獣蒔絵螺釧洋櫃

• 1!. 1必 1 8 · I 9 · 20年度 (3 年 ,H plfj の 3 年 II ) 修似 J jf菜

匹一

— f H-1 

所蔵 ： ケルン如•、（：美術館（ドイツ）
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賽料名称

所蔵

時代

法茄

修似者

修復場所

修復期間

花樹鳥獣蒔絵螺釧洋櫃

花樹鳥獣蒔絵螺鉗l洋樅

ケルン東洋美術館 （ ドイツ ）

17世紀 江戸時代

横117.0cm 奥行47.5cm 高さ 57.5cm

松本達弥 北村 繁

ドイツ ・ ケルン東洋美術館 修復ア トリ 工内

H20年10月 1 II ~ 11 月 l El 

松本達弥•北村 繁

1 . 概要

木製漆塗り、半「リ筒形の諮の付いた洋樅で、 化面に錠金具、背 1 (1 j に蝶番、 両側而に似鉗、 各 fり にい

角金具を付ける 。

ゴ． ての而に窓枠を設け、 正而、両側而には糾業、橘、椿、桐、桔梗な どの樹木や］罰化文、）Jじ、蝶

烏、獅i子などの烏獣文が付く 。 背面には葛、朝顧の文様、 器内部には桜、 ~1Jjl に 3 羽の島が描かれて し

る 。 窓枠の仕切りには片輪車繋文、周りには七 '-iゞ：繋文を廻 らす 。

金共は一部を除き 全て銅製の無地、 表而に金鍍金は確認できない。 左右側而の提鉗」Lめ と 身の 内 ;~I

仰l而の釘隠しには菊文様が付く 。 提銀と釘隠しを除き全て後補のものであ 'al 0 

蒔絵技法は 、 金の平蒔絵と銀の平蒔絵に透樅を塗っ た表現 と、 •部の花 、 呆実及び七五ふ ）ドI腐 I ド繋

1こは鮪貝の中厚貝が使われている 。 全ての文椋には金の平蒔絵の付描が付く 。

2. 損傷状態

全体

・ 洋梱の表面塗膜は全体に艶が無く、後補によるヨーロ ッ パ製の検料が途 ら れ全休に黙ずんで見 え

る 。 また、塗られた塗料が劣化し白濁化している 。

・ 錠金具、提銀、角金具及び銅釘は、 全てヨーロ ッパでの作り 替えである 。

正面

． 蓋の正面中央のみじん置 きされた貝は、剥離剥落が多 く 目 立つ。 一部後世に張り 戻された 名:1s分が

あり、接着剤が‘溢れ、 貝 も乱雑に置かれている為、非常に見苦 しい状態である 。

・ 蓋の正面、螺釧の剥落部分に、白い下地に銀色の塗料が塗られ、その塗料に断文があ る 。

・ 釜の甲板部分、 菱形枠内には後補で塗 られた塗料の影響で、 塗膜が黒ずんで蒔絵が見え難い状懇

である 。

． 蓋の正面左側の角金具周辺は、漆塗膜や螺鋪の剥落が多くあり木地が露出 している 。



花樹、鳥獣蒔絵螺釧洋梱

・ 身の IL 而 、 中 火及びJこ側の表而塗膜は、後補で途られた旅料の劣化により 白濁化 している 。

・ 身の刊而下の劉l莫や螺釧は剥 P411'.剥落が多 く、剥落した硲jj莫が Fに落ちている 。

・ lい (CT ,{ i ド の灼 食具の銅釘が 3 本紛失してい Z

口
1
8
1

イ i側 IfI I 

・側面の表面派/j羹には、旅 ら れた旅料の影押で令休に児ずみ、特に提鉗周辺の派/j文は状態が悲し。

． 器の 1り 部分の劉l災及び螺釧は剥離剥落が多く 、具の球I] 落した部分には銀色の旅料が旅ら れて い る 。

・ 身の側面卜には木地の接合部に亀裂があり 、 その間辺旅Jl~ は剥淵t剥落が多 くあ，.,., 0 

左側而

・ 表面劉l羹は、何肘も 塗ら れた絵料の彩押で 1炸絵の金色が焦味を帝びている 。

・ 途 /j莫及び螺釧は剥翡w剥落が多く 11 立 ち、対而の右恨lj而より状態が悪く、 触れるだけで剥落しそっ

な危険な状態である 。

. 1則而下の笙膜は殆 ど剥離し、木地接合部には亀裂を牛じている 。

秤而

． 器部分には、塗）膜及び螺釧の剥落が多 くあり、 部ヨーロ ッ パ製旅料で修仮 さ れてい る 。

． 器の両端部分の塗)]羹は剥離剥落が多くあり 状態は悪し · o

・身の左側 に は、 木地の接合部に亀裂があ る 。

・ 右恨lj の蝶番の銅釘 3 本が紛失 して い る 。

疵内側

・内側 には、木地の接合部と思われる箇所に 2 本の亀裂を牛じてい る 。

・ 左右側而に打損による旅朕の担勧があ る 。

． 器表の錠金具の付け替え時に生じた、釘による挽Jj羹の批慟がある 。

・内角 の表而旅 ）j岱にカビによると息われる 汚れがある 。

身内側

・内側の表 1(1濠 ）l文は仝てヨーロッパ製途料の除り 11\ し であ '"' 0

・内部には、剥落した旅股や螺釧片、 そして埃が溜ま つ て い る 。

3. 修復仕様

現在、 「I 本の文化庁の指蔚のもと行われている漆 lぷ文化財保存修復の修復方針に則 り、現状保持修

復を碁本に行う 。 今年度の修似は、 ー II乍年度、 II乍年度に行った修復の継続 とし、 全而において作業 を

進め て1 1·· < _i J ,~ にした。 なお 、 今年度の修復作業 1 :程は下記に記す。

4. 今年度の修復作業工

く 今年度の作業丁程の確認＞

昨年度までの作業T→程 を 1 り確認し、 視状の傷みを 再調介し今年）立に行 う 作業」-.程を決定した。

＜修復 l前の記録'lj'.真撮彩＞

修似作業を行 う 前に、修復前と修1以後の比較が出来るよう ‘り真撮影を行っ た 。
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＜後補途料の除去（ク リーニング）＞

昨年度にクリーニ ング作業の終わっている左右側面、正面蓋の一部と正面身の一部を除い て、 Al:.

而にわたり可能な限り後補塗料の除去を行った。 なお、除去作業においては表面漆途や螺釧の剥

落しそうな危険な場所は慎重に塗料除去作業を進めた。

総料除去に使用した溶剤は、先ず、無水エタノールに蒸留水を50%ほど混ぜた溶剤を綿枠に ·,,,

せて塗料面に塗布して後補塗料を膨潤させた後、無水エタノールで拭き取る方法でクリ ーニ ング

を行っ た 。

今回のクリーニングにより洋櫃の塗膜表面に塗ら れた塗料の除去が完了し、 黒漆塗 り『1iや螺釧

平蒔絵は本来の色調に近い状態にな っ た 。

＜漆塾膜及び螺釧の剥離：部分の膠接着 ＞

洋櫃の表面漆塗膜や螺釧はかなり多く剥離剥落がl j :_ じている 。 本米であれば後補途料の除よを行

た後で剥翡If: した漆捌l文や貝 の圧着を行うべきであるが、現状では後補塗料の除去作菜に

剥離した部分の損慟を拡大する恐れのある箇所が多かっ た 。 したがつて、オ且1傷 を与えて し ま う箇

所は先に剥離部分を膠で接焙 して安定を計り、その上で後補旅料の除去作業を行うことにした。

圧殆作業は n乍年度と同じく、洋梱を木枠内に設附し、竹ひごの弾力を利川 した芯張り による ）j杯

を）tJ いた 。 先ず、剥mm した漆途膜下や螺釧の下に工タ ノールを含汝して膠の杖透を艮 くしてヵ~

紐に含ませた膠を含浸 した 。 なお、膠にも少絨の工 タ ノール を 1JII え汲透）J を艮くして剥離111s分に

含浸 し接着を行っ た 。

今年度に圧着 した音,~分は、正而と薔甲板の全 l面で、こ れにより 全ての而の膠によ る ）：：［沿処 ;i" 1~ が元

了 した 。

＜後補充坦材の除去＞

螺釧の欠損部に充坦されていた後補の充瑣部のう ち、粗雑であ っ たり色潤が合わな 力

ものは、慎重に刃物などを使用して除去 した。 除上した後補充拍材の一部はサン プル

した 。

＜亀裂への麦漆の含浸＞

船州而の中央付近、両端側面の木地接合部、底板との接合部に生 じた木地の亀裂部分に浴剤で布

釈した麦漆を含浸 した。 なお、溶剤はドイツ国内で購入した石祉I系浴剤を用いた。

＜欠損部への刻苧の充填＞

麦漆に炭化さ せた松の木粉（惣身粉そうみこ ） と 珪藻土を炭化させた地の粉 （輪島地の粉 ．．． 辺地）

を混合 して作っ た刻苧を塗膜欠損部や素地の露廿1部分に充填した。

く刻苧部分の研ぎ＞

充填した刻苧が乾燥 した後、刃物や砥石を使って表面を平滑に整えた。

く際錆付け＞

輪島地の粉四辺地を水練りし、 生正味漆を混合 して作った錆漆で刻苧充填部や漆塗膜や螺釧の細

かな破損部に際錆を施した。
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＜漆同 め ＞

劣化 した漆旅朕や 1/ふ絵惰IS分に漆固めを行っ た 。 漆固めに使） IJ する漆は、I_I_\漆旅り部分と 1/ふ絵部分で

それぞれ潤合の比平を変え、先に 1炸絵部分のみの漆固めを行い、続いて黒漆硲 り惰IS分の漆 1.i, 1 めを

行 っ た 。 調合の比屯については、 1/ふ絵部分川 は梨 f地漆 6 : 本地呂漆 3 : 生 , r.味漆 l とし、黒漆

冷り 川 は木地呂漆 6 : 梨 f地漆 3 : 11: 化味樅 1 とした 。 調合した漆は I : 記と 詞 じ爪袖系浴剤で 4

倍和に希釈して川いた。 旅布 した漆は表面に残 さ ないように j" 'i況に拭 き 収 っ た 。

＜修似作業終 j' の北録写具搬彩＞

今年度の修似作業 1 :程を終えて令休の修似作業を終了し、修似後の記録'lj'.具撮彩を行っ た。
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修復 1 )1j

Before restoration, 2006 

修復後

A ftier restoration, 2008 



府外肘、烏獣 1/、ド絵螺窟Ili ff脹 J u ヽ

1 F: 1 (1i 修似 1iiJ

Front before restoration, 2006 

,1 -: 1r1i デザイ ン Ji: 1(1 j デザイ ン

Ocsi).¥n on the front, 2006 

f 1 (1j デザイ ン

Design on the front, 2006 
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1''f l ffi イI多移れjij

Back before restoration, 2006 
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背而 デザイン

Design on the back, 200 
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布側 1 (1i デザイン

イ i 1JIII 1(1i {I多移i 訃r

R il-!.ht side be 「ore restoration, 2006 

布flll) 1 f1i デザ イン

Jdlll)1(1i デザイン

一/,: 佃I 1f1 i~~ 1及 1iif
しし「し si dじ hじ f'o rc rじ~ t o ra t ion, 2006 

lr:1111] 1 ( 1 i デザイン

Design on the left side, 2006 
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沿 ' I'板修復 1 i1J
Top board of the lid before restoration, 2006 
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Damage around a metal fitting, 2006 Damage around a metal filling, 2006 
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後補派料

ating material fi-0111 past restorations, 2006 
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漆痢,~~の劣化 後補検料の劣化

Deterioration of ursuhi coating film, deterioration of coating material ・・ ・Dclcrrorallon of ursuh, coating film, dctcnoratron of cou t1n f.( ma t じ I Jill 

from past restorations, 2006 「rom past restorations x 50, 2006 

後補登料の劣化

Deterioration of coating material from past restorations, 2006 

後補旅料

oating material from past restorations, 2006 
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Deterioration of coating material from past restorations x 50, 2006 
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11 ing mat er ial 「rom past restorations, 2006 
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後補漁料 X 50 

oating material 「rom past restorations x 50, 2006 

Facing, 2006 
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ク リ ーニ ング後補冷料·の除去

leaning, removing coating material from past restorations, 2006 

Before elean1ng 

後補途料の除去前

Before cleaning, 2006 

ク リ ーニング後補旅料の除去

後袖派料の除よ後

A flier cleaning 

後補塗料の除去後

Aftier cleaning, 2008 
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Wooden frame 「o r shi111hari 
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、じ； ，JJ~ り ）こF. ~1i'( 1JIIJ 1(1i) 

Press-stabilizing, sltimbari tcchninque (side) 
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後補却真の除ム·.

Removing filler from past restorations 
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際鈷 際鉛

Kiwa泣b, Kiwasab, 

漆固め（蒔絵部分）
nsoliclating urushi (ma/de portion) onsolidating urush, 

格応 l店I t/J (ょl~f各さ紅IS クt)

onsoliclating urushi (black urushi portion) Wiping off excess urushi after consolidat1ng 
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修似前
Before restora1 ion, 2006 

修復 11ii
Before restoration, 200 

修復後
lticr restoration, 200 
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修復後
flier restoration, 200 .. 

修復1iH
Before re~torat.ion, 20〇()

修復後
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On the Restoration of 

Ornamental Coffer with Flower and Bird Design in Makie and Raden Technique 

Tatsuya Matsumoto and Shigeru Kitamura 

Name of the object: Ornamental Cqffer with Flower and Bird Design in Ma/de and Raden Techniques 

Coll.ection of Museum fiir Ostasiastrische Kunst, Koln (Germany) 

Period of manufacture: l 7'" centL1ry, Edo period 

Dimensions (cm): I J 7.0 x 47.5 x 57.5 

Restorers: Tatsuya Matsumoto and Shigeru Kitamura 

Period of restoration: October l -November 1, 2009 

Place of restoration: Restoration St11dio, Museum for Ostas i as打 i sche Kunst, Koln (Germany) 

1. Structure 

The coffer is made of wood and coated with urushi. Jt has a dome-shaped lid. 〇n the front is a metal lock and on 

the back are hinges. There are handles on both sides and corner metal fittings on each corner 

There are cartouches on all the sides. On the front and side cartouches are motifs of trees and nowers like rnapl-, 

〇 ra nge, camellia, paulownia and Chinese bell flower as well as those of birds and animals liked 

and Chinese-style lions. The designs on the back are those of arrowroot and morning glory, whil 

the lid is a design of a cherry tree and flower, a willow tree and three birds. Cartouches are partiti o n叫 with a 

consecutive half-wheel pattern and surrounded by interlinking circles. 

With the exception of some, the metal fittings are made of copper and have no decoration. Gold gilding is not 

bserved on the surface. On the metal fittings at the base of the handles on both sides of the coffer and the nail 

covers on the inner side of the body is a design of a chrysanthemum. All the metal :fittings other than those al lh 

base of the handles and the nail covers are later addition 

Makie techniques used include gold and silver hiramakie with suki-urushi coating. Abalone shell pieces o 「

medium thickness are used on some of the flowers and fruits as well as on the interlinking circles and co nsccuti ヽ IIヽ

half-wheel pattern. There are fine line drawings (tsukegaki) on the gold hiramakie of all the desi.gns. 

2. Conditions of damage 

Overall 

-The surface coating film of the coffer lacked luster and appeared dark due to the application of European coalinrr 

material in the past. Moreover, that coating material had deteriorated and become opaque. 

-The metal lock, handles, corner metal fittings an_d copper nails had been all made in Europe to replace the orio.inal. 

Front 

-Many of the small shell pieces scattered on the front center of the lid (mりingai) had become lifted or lost. Some of 

them had been reattached, but too much adhesive had been used and the shell pieces had been posi tioncd 

carelessly, destroying the beauty of the coffer. 
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-0ilver coating material had been used to coat over the white foundation found on the front of the lid where th 

shell pieces had been lost, and there were microcracks on this coating. 

-, ,n the top board of the lid, the coating film inside the rhombus-shaped cartouche had become dark clue to th 

coating film that had been applied in the past, making it difficult t 

-The urushi coating film and the shell pieces on the area around the metal fitting on the front left corner of the lid 

had become detached and the substrate exposed. 

-The surface coa ting 印 m that had been applied in the past on the front o 「 th e body had become opaque at the 

nter and to the left due to deterioration. 

-The coa ting 行 Im and the rnden shell pieses on the lower portion of the front o 「 th e body had become lifted or 

detached, and the detaehed eoating film was found on the table on which the coffer was placed. 

-Three of the copper nails were missing from the metal fitting of the front lower right corner 

Right side 

-The surface coating film had becomc dark and its condition was bad, especially around the handl 

-There was much lifting and detachment of the coating film and raden shell pieces on the corner of the lid. Parts 

where the shell pieces had fallen were coated with a silver coating material. 

-There were cracks on the joint of the substrate on the lower side face of the body. The coating film around th 

craeks had become I ifted or detached. 

Left side 

-The gold color of the makie had become dark due to the many layers of coating material. 

-Lifting and loss of the coating film and raden shell pieces were quite conspicuous, more so than on the right side. 

There was a great risk of their becoming detached and lost even with a slight contact 

-Almost all of the coating film on the lower side had been lost and there were cracks on the joints of the substrate. 

Baek 

-Much of the coating film and raden shell pieces on the lid had fallen and some areas had been restored with 

European coating material. 

-The condition of the coating film al both ends of the lid was not e1ng much lifting and loss 

-There were cracks on the joint of the substrate on the left side or the body. 

-Three o 「 th e nails on the right hinge were missing. 

Inner side or the lid 

-There were two cracks on what was thought to be the joint of the substrate. 

-The coating film on the left and right sides had been damaged by impact. 

-The coating film had been damaged by nails when the lock on the lid was replaced. 

-There were stains on the coating film on the inner corner. These were considered to have been made by mold 

Inner side or the body 

-The inner side or the body had been completely recoated with European coating material. 

-The coating film and fragments of raden shell pieces that had fallen as well as dust were found inside the coffer 

3. Restoration specification 

In accordance with しhe principle or conservation or urushi cultural properties that is conducted under the guidanc 

of the Agency 「or Cultural Affairs, it was deeiclccl that the rundamental prineiple o 「 res t.o ra ti o n would be one of the 

maintcnanec or the present condition. It was decided that restoration work for this fiscal year would consist of the 

continuation or the work from the previous two years and that restoration would extend over the entire coffer 
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4. Restoration procedures for fiscal year 2009 

onfirming tbe procedures of restoration 

-Restoration procedures for this year were decided after reconfirming the work that had been done until now and 

the condition of damage. 

Photographing before restoration 

-Photographs were taken before beginning the work so that the coffer before and after restoration mighl b 

compared. 

Removal of the coating material from the past-clean111 

ating material that had been applied in the past was removed from the entire coffer as much as possible, with 

the exception or the left and right sides, part of the lid front and part of the body front where cleaning had already 

been completed last year. Special care was taken in cleaning the surface coating film and raden shell pieces that 

were at risk of becoming detached and lost during removal of the coating material. 

-First, a mixture of 50% absolute ethanol and distilled water was applied with cotton swabs that had been 

immersed in this mixture. After the coating film had become soft, absolute ethanol was used to wipc off th 

coating material 

-With this cleaning, it was possible to remove the coating material that had been applied on the surface of th 

coating film of the coffer in the past. As a result, the lone of the black urushi coated surface, raclen ancl hirc1111akiv 

were returned to their original as much as possible. 

Reallaching of the urushi coating film and the raclen shcll picces that had become detached 

-There was much lifting and detachment of the surfaee urushi coating film and the raden shell pieces. Normally, 

they would be reattached and stabilized by applying pressure after the coating material applied in lhc past i, 

removed. However, since there were many places where there was risk of the damages becoming greater, it w,1s 

decided that animal glue would be used to reattach and stabilize those parts where there was risk or further 

damage before proceeding with the work of removing the coating material that had been applied in the past. 

-For press-stabilizing, the coffer was placed in a wooden frame and the resiliency of thin bamboo sticks wtis used 

(shimbari technique), as it was done last year. First, ethanol was impregnated under the lifted urushi coating film 

and the raden shell pieces to make it easy for animal glue to permeate. Then animal glue was impregnalccl wilh a 

brush. A small amount of ethanol was also added to animal glue to increase permeation. 

-The entire front and the top board of the lid were press-stabilized this year. With this, treatment of the entire co 「fe r

by press-stabilization with animal glue was completed. 

Removal of the filling material from the past 

-Of the filling material that had been used mainly on the missing raden parts, those that had been applied carelessly 

〇 r those where the color did not match the surroundings were care釦 lly removed with a 知 ife . Some o 「 th e fillin 

material thus removed was stored as samples. 

Impregnati.on of mugi-umshi into cracks 

-Mugi-urushi diluted with a solvent was impregnated into the cracks that had formed on the top of the lid near the 

center, on the joints of the substrate on the left and right sides, and between the sides and the bottom of the coffer 

Petroleum-based solvent purchased in Germany was used. 

Filling of the missing areas with kokuso 

-Roasted pine sawdust andjinoko (baked diatomaceous eatih, Wajima sampenjijinoko) were added to mugi- 11 「ush,

to make kokuso. This was filled into the areas where the coating film was missing or where the substrate had 

become exposed. 
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Polishing the areas where lcolcuso had been applied 

-After the lcola1so had hardened, the area was smoothed flat with a knife and polished with a whetston 

Kiwasabi 

-Wqjirna yonhe刃i jinoko kneaded with water was added to kりomi urushi to make sab i- u「ushi. This was applied 

around the areas where kolwso had been applied and to the raden that had been minutely damaged 

onsolidation 

-Unishi was applied to the deteriorated urushi coating film and the rnakie portion for consolidation. Urushi used for 

consolidation of the black urushi coated area and the rna/cie was adjusted appropriately with different rati 

urushi. The makie portion was eonsolidated first; then the black urushi coated area was consolidated. Urushi used 

for the ma/cie portion was made by m i x i ng nashりi lll ・し1shi, k[jiro urushi and lc!)omi urし1ふ·hi at a ratio o f 

Urushi for the black urushi coated area was made by mixing leりiro urushi, nashりi し1 「ushi and k!)o111i urushi at a 

ratio of 6: 3 : I. These urushi were diluted approximately four times with the petroleum-based solvent mentioned 

above. Excess urushi was wiped off ca re 「ull y

Photographing after the completion of the restoration work 

-With the completion of this year's restoration procedures 、 th e restoration of the entire coffer was finished 

Photographs were taken of the co ff er after restoration 




